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№
１
１
５
９
（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
号
）
か
ら

№
１
１
８
２
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
五
日
）
ま
で

№
１
１
５
９
（
二
〇
一
四
年
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

ハ
イ
ネ
と
現
代

滝
野

忠

第
一
次
大
戦
か
ら
百
年
を
迎
え
て

―
独
占
資
本
に
勝
つ
た
め
に
―

原

野
人

り
ん
ご
作
り

楽
し
さ
と
苦
し
さ

山
浦

隆
芳

―
土
は
フ
ワ
フ
ワ
に

糖
度
と
酸
味

長
野
県
飯
綱
町
か
ら
―

◇
資
料
◇

バ
ー
ナ
ム
の
森
は
動
い
た

海
渡

雄
一

秘
密
保
護
法
強
行
採
決
は
安
倍
政
権
の
終
わ
り
の
始
ま
り
だ
！

中
国
へ
の
基
本
視
点

―
現
代
中
国
を
ど
う
み
る
か
（
一
）
―

編
集
部

「
派
遣
労
働
」
の
根
本
問
題

―
資
本
主
義
の
仕
組
み
と
の
対
峙
必
要
―

伊
勢

太
郎

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
６
０
（
二
〇
一
四
年
一
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
」（
労
働
貧
民
）

滝
野

忠

◇
資
料

琉
球
新
報

社
説
全
文
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
二
八
日
）

知
事
埋
め
立
て
承
認

即
刻
辞
職
し
信
を
問
え

民
意
に
背
く
歴
史
的
汚
点

死
亡
消
費
税

◇
資
料
と
解
説
◇

ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
日
本
語
版
社
説
（
二
〇
一
三
・
一
二
・
二
七
）

や
は
り
安
倍
総
理
は
北
東
ア
ジ
ア
不
安
の
〝
禍
根
〟
だ

増
田

都
子

「
改
革
開
放
」
は
資
本
主
義
へ
の
道

―
中
国
へ
の
基
本
視
点
（
二
）
―

編
集
部

地
域
か
ら
地
方
か
ら
中
央
を
包
囲
す
る
力
を
つ
く
る

松
枝

佳
宏

ど
こ
へ
行
く
の
か
日
本

こ
れ
で
良
い
の
か
日
本

鳰
川

静

安
倍
政
権
の
暴
走
に
歯
止
め
を
か
け
る

坂
本

茂
雄

情
勢

四
つ
の
特
徴

―
年
の
は
じ
め
に
考
え
る
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
６
１
（
二
〇
一
四
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

資
本
に
殺
さ
れ
た
労
働
者

浜
田

嘉
彦

社
会
の
仕
組
み
の
基
本
を
し
っ
か
り
学
習
し
よ
う
！

―
職
場
の
新
春
学
習
会
―

阪
急
交
通
社
の
団
交
拒
否
を
不
当
労
働
行
為
と
認
定

―
歴
史
的
勝
利
判
決
！

東
京
東
部
労
組
Ｈ
Ｔ
Ｓ
支
部
―

「
産
」
「
読
」「
日
経
」
は
具
体
的
、「
朝
」「
毎
」
は
抽
象
的

―
二
〇
一
四
年

全
国
紙
「
社
説
」
か
ら
―

稲
嶺
氏
が
勝
っ
た

―
沖
縄
・
名
護
市
長
選

◇
資
料

琉
球
新
報
社
説
（
二
〇
一
四
年
一
月
二
〇
日
）

稲
嶺
氏
再
選

誇
り
高
い
歴
史
的
審
判

日
米
は
辺
野
古
を
断
念
せ
よ

都
知
事
選
が
始
ま
っ
た

小
選
挙
区
制
と
一
九
三
〇
年
代
の
ス
ペ
イ
ン

永
野

勇
次

―
日
本
の
超
反
動
政
治
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
（
上
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
１
６
２
（
二
〇
一
四
年
二
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

独
占
資
本
の
狡
さ
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

原

野
人

生
活
再
建
、
再
出
発
に
必
要
な
賠
償
を

原
発
事
故
被
害
者
相
双
の
会

―
避
難
者
訴
訟

裁
判
官
の
実
地
検
証
で
求
め
る
―

搾
取
を
強
め
る
「
指
南
書
」

編
集
部

―
経
団
連
『
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
』
へ
の
基
本
視
点
―

資
料
１

２
０
１
４
年
版
経
労
委
報
告
（
要
約
）

こ
こ
数
年
と
異
な
る
対
応
も
選
択
肢

資
料
２

二
〇
一
四
春
季
生
活
闘
争
方
針
（
連
合
）

月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
る

沖
縄
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
に
き
た

毛
利

孝
雄

「
ど
ん
な
時
に
も
勇
気
を
も
っ
て
」

永
野

勇
次

―
日
本
の
超
反
動
政
治
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
（
下
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

『
社
会
通
信
』
発
行
体
制
変
更
に
伴
う
お
願
い

№
１
１
６
３
（
二
〇
一
四
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
〝
断
片
的
知
識
〟
を
〝
全
体
的
思
想
〟
へ

森

勉

新
た
な
学
習
会
『
労
働
者
の
世
界
観
』（
向
坂
逸
郎
著
）
に
あ
た
り

新
｢
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
｣(

案)

に
反
対
し
ま
す

相
沢

一
正

―
原
発
な
し
の
方
向
を
明
ら
か
に
、
事
故
収
束
に
全
力
つ
く
せ
―

鮮
明
な
対
抗
軸
の
提
示

花
井

吉
宅

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
今
、
何
が
起
き
て
い
る
か

佐
久
間

誠

―
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
破
た
ん
の
証
明
―

政
治
と
は
組
織
な
り

―
東
京
都
知
事
選
か
ら
―

現
代
春
闘

論
理
と
構
造

―
労
働
価
値
説
に
光
を
（
上
）
―

『
社
会
通
信
』
発
行
体
制
変
更
に
伴
う
お
願
い

職
場
交
流

「
こ
こ
ろ
の
病
」
を
ど
う
防
ぐ
か

「
代
休
・
年
休
が
取
れ
な
い
」「
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
！
」「
評
価
制
度
に
不
安
が
」

う
つ
病
が
発
生
し
な
い
職
場
づ
く
り

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
６
４
（
二
〇
一
四
年
三
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

東
電
原
発
事
故
か
ら
四
年
目
を
迎
え
て

原

野
人

茨
城
県
の
東
海
第
２
原
発
を
廃
炉
に
！

願
い
を
た
く
し

―
東
海
第
２
原
発
バ
ル
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
う
せ
ん
は
ど
こ
へ
行
く
か
な
？
―

労
働
価
値
説
の
学
習

一
四
年
春
闘
情
勢
と
闘
い
の
課
題
（
二
）

レ
ー
ニ
ン
の
「
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
」
を
読
む
（
上
）
―

「
市
場
経
済
」
（
資
本
主
義
）
批
判
は
「
誤
解
」
か

小
林

晃

―
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
正
体
―
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№
１
１
６
５
（
二
〇
一
四
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
『
旬
刊
社
会
通
信
』
の
新
し
い
出
発

滝
野

忠

ご
感
想
・
ご
意
見
な
ど

お
待
ち
し
て
い
ま
す

〝
春
闘

ベ
ア
高
水
準
〟
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ

編
集
部

―
二
〇
一
四
年
春
闘

論
理
と
構
造
―

熱
い
想
い
を
行
動
に
変
え
る
一
四
春
闘

武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン

―
武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン
第
一
〇
回
労
働
学
校
報
告
―

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
被
災
地
・
被
災
者
の
生
活

―
地
震
・
津
波
・
放
射
能
か
ら
四
年
め
へ
―

社
会
主
義
政
党
の
存
在
こ
そ

―
レ
ー
ニ
ン
『
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
』
を
読
む
（
下
）
―

私
の
娘
が
小
学
校
を
卒
業
し
ま
す

―
卒
・
入
学
式
「
君
が
代
」
は
「
教
職
員
の
忠
誠
心
を
量
る
場
」
か
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
６
６
（
二
〇
一
四
年
四
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

現
代
政
治
と
憲
法
を
考
え
る
（
一
）

滝
野

忠

『
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し

他
二
篇
』（
岩
波
現
代
文
庫
）
を
読
む

細
川
支
持
は
階
級
国
家
論
の
放
棄

稲
村

守

―
敵
の
敵
は
必
ず
味
方
か
？

都
知
事
選
総
括
が
浮
き
彫
り
に
し
た
こ
と
―

一
人
で
も
や
れ
る
こ
と
を
や
る
！

毛
利

孝
雄

―
沖
縄
民
衆
運
動
が
教
え
て
く
れ
た
も
の
―

国
鉄
分
割
民
営
化
が
事
故
の
真
因

佐
野

周
二

―
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
事
故
を
考
え
る
十
勝
集
会
」
か
ら
（
上
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
６
７
（
二
〇
一
四
年
五
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
現
代
の
世
界
情
勢

伊
勢

太
郎

三
つ
の
憲
法
と
歴
史

―
今
な
ぜ
、「
憲
法
改
悪
」
か
―

再
国
有
化
し
か
な
い
Ｊ
Ｒ
北
海
道

佐
野

周
二

―
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
事
故
を
考
え
る
十
勝
集
会
」
か
ら
（
下
）
―

社
会
主
義
と
社
民
主
義
に
つ
い
て

原

野
人

賃
金
は
闘
い
取
る
も
の

小
西

純
一
郎

―
労
働
運
動
の
原
点
に
も
ど
る
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
１
６
８
（
二
〇
一
四
年
五
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

国
家
独
占
資
本
主
義
と
搾
取

小
林

晃

独
占
資
本
に
よ
る
搾
取
の
構
図

原
子
力
規
制
委
の
姿
勢
を
問
う

相
沢

一
正

―
い
ま
私
た
ち
は
大
事
な
岐
路
に
た
つ
、
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
よ
う
―

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
な
い

川
野

弘
子

―
福
島
原
発
事
故
に
か
か
わ
る
震
災
関
連
死
一
六
〇
〇
人
を
超
え
た
―

戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
に
結
集
し
闘
お
う

全

労

協

―
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
合
憲
化
反
対

武
器
輸
出
拡
大
の
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
反
対
―

資
料

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
」
ア
ピ
ー
ル
（
要
旨
）

集
団
的
自
衛
権
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

―
オ
バ
マ
大
統
領
と
安
倍
首
相
―

校
長
こ
そ
最
大
の
教
育
条
件

憲
法
の
原
点
に
帰
れ

―
憲
法
は
武
力
、
自
衛
権
は
認
め
て
い
な
い
―

米
軍
基
地
は
近
畿
に
も
沖
縄
に
も
い
ら
な
い
！

稲
村

守

―
４
・

現
地
集
会
に
全
近
畿
か
ら
四
〇
〇
人
参
加
で
成
功
―

20

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
６
９
（
二
〇
一
四
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

廃
炉
を
ど
う
す
る
べ
き
か

原

野
人

―
独
占
資
本
の
思
惑
と
、
取
る
べ
き
道
―

壊
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
再
建
の
困
難

相
沢

一
正

―
原
発
爆
発
か
ら
三
年
の
現
実
―

集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
改
憲

滝
野

忠

―
独
占
資
本
の
権
益
擁
護
・
拡
大
、
九
条
改
悪
が
ね
ら
い
―

正
し
い
歴
史
認
識
と
も
の
の
見
方
が
、
今
こ
そ
、
問
わ
れ
る

森

勉

◇
投
稿
◇

と
ん
で
も
な
い
解
説
者

狭
石

利
美

―
憲
法
９
条
と
憲
法

条
―

13

政
府
に
買
収
さ
れ
た
一
四
春
闘

編
集
部

―
一
四
春
闘
を
総
括
す
る
（
上
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
１
７
０
（
二
〇
一
四
年
六
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

四
人
に
一
人
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と

毛
利

孝
雄

―
五
月
一
五
日
、
首
相
官
邸
前
で
の
思
い
―

一
四
春
闘

そ
し
て
メ
ー
デ
ー

編
集
部

―
手
づ
く
り
メ
ー
デ
ー
に
創
意
と
工
夫
―

革
命
と
共
同
戦
線
に
つ
い
て

原

野
人

―
闘
い
の
前
進
の
た
め
に
日
本
共
産
党
に
望
む
―

資
本
は
労
働
現
場
だ
け
で
な
く
、
こ
の
国
を
も
破
壊
し
つ
つ
あ
る

―
国
労
三
支
部
交
流
会

加
藤

晋
介

弁
護
士
の
講
演
会
か
ら
―

「
安
重
根
は
、
狂
っ
て
る
？

犯
罪
者
？
」

増
田

都
子

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
７
１
（
二
〇
一
四
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

人
口
の
増
減
は
不
幸
の
源
泉
か
？

原

野
人

―
マ
ル
ク
ス
と
向
坂
先
生
に
学
ぶ
―

沖
縄
戦
、
米
占
領
、
現
在

毛
利

孝
雄

―
四
人
に
一
人
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
（
下
）
―

自
民
「
経
済
復
興
は
民
間
企
業
か
ら
」

―
日
本
経
団
連
と
自
民
党
―

「
司
法
の
独
立
」
は
本
当
か

滝
野

忠

―
Ｊ
Ａ
Ｌ
東
京
高
裁
判
決
か
ら
―

◇
資
料

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
国
民
支
援
共
闘
声
明

裁
判
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
た
不
当
判
決
を
乗
り
越
え
、
早
期
職
場
復
帰
を
つ
か
み
取
ろ
う

藤
保
夫
妻

―
元
気
で
よ
う
か
ん
と
海
鮮
丼
の
店
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
７
２
（
二
〇
一
四
年
七
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

稲
盛
和
夫
名
誉
会
長
に
直
接
答
弁
さ
せ
た

稲
村

守

京
セ
ラ
株
主
総
会

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
問
題
で

憲
法
な
し
崩
し
改
悪
の
第
二
弾

編
集
部

―
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
改
憲
―

現
象
形
態
と
本
質

小
林

晃

―
搾
取
（
剰
余
価
値
）
論
の
意
味
す
る
も
の
―

三
条
市
議
選
（
新
潟
県
）
敗
北
雑
感

相
田

邦
夫

―
統
一
地
方
選
に
む
け
、
全
国
の
仲
間
へ
―

政
府
に
よ
る
統
計
操
作

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
１
７
３
（
二
〇
一
四
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

大
き
な
分
岐
点
が
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て
い
る

浜
田

嘉
彦

ヒ
ト
ラ
ー
を
超
え
た
安
倍
晋
三

「
人
口
減
少
蟻
地
獄
｣
に
つ
い
て

原

野
人

―
『
週
刊
新
社
会
』
を
読
ん
で
―

◇
滋
賀
県
知
事
選
挙
◇

解
釈
改
憲
の
安
倍
政
権
、
暴
走
阻
止
の
審
判
出
る
！

稲
村

守

―
原
発
再
稼
動
阻
止
・
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
ノ
ー
の
声
、
湖
国
か
ら
発
信
―

「
乙
武
洋
匡

都
教
委
の
発
言
」
に
見
る
、
支
配
層
の
御
用
商
人
た
ち

増
田

都
子

―
都
教
委
定
例
会
議
事
録
（
一
四
・
四
・
一
〇
）
よ
り
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
７
４
（
二
〇
一
四
年
八
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

悲
鳴
が
聞
こ
え
る

毛
利

孝
雄

沖
縄
か
ら
の
報
告

労
働
者
の
寿
命
を
縮
ま
せ
る

国
労
上
野
支
部
反
合
研

―
駅
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
に
潜
む
、
危
う
さ
―

女
子
労
働
者
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境

大
山

元

―
連
合
版
「
オ
ト
ナ
の
社
会
科
見
学
」
を
読
ん
で
―

川
内
原
発
１
・
２
号
の
地
震
動
評
価

北
畠

清
仁

―
原
子
力
規
制
委
は
、
「
原
発
の
安
全
性
を
保
証
す
る
機
関
」
と
、

勘
違
い
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
―

第
二
の
人
生
〝
軌
道
〟
に

―
藤
保
ご
夫
妻
、
若
手
ソ
バ
農
家
と
と
も
に
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
７
５
（
二
〇
一
四
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

東
電
福
島

糊
塗
策
は
す
べ
て
破
綻

原

野
人

―
三
年
半
が
過
ぎ
た
廃
炉
―

復
興

遅
々
と
し
て
進
ま
ず

手
つ
か
ず
の
所
も

蓑
輪

泰
臣

―
第
二
弾
「
や
じ
き
た
道
中
」
宮
城
・
福
島
の
旅
―

『
資
本
論
』、
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
、
滋
賀
県
知
事
選
挙

稲
村

守

―
現
代
社
会
の
「
三
題
噺
」
―

一
％
の
金
持
ち
・
特
権
層
の
た
め
の
安
倍
政
権

山
下

け
い
き

―
集
団
自
衛
権
・
秘
密
法
・
残
業
代
ゼ
ロ
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
１
７
６
（
二
〇
一
四
年
九
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

大
規
模
土
砂
災
害

き
よ
ひ
ろ

孤
立
し
た
中
か
ら
の
再
出
発

危
険
な
方
向
へ
と
歩
み
出
し
た
国
労
全
国
大
会

国
労
上
野
反
合
研

労
働
現
場
に
目
向
け

激
励
せ
よ

―
国
労
全
国
大
会

野
佐
根
代
議
員
（
上
野
支
部
委
員
長
）
の
方
針
討
論
〔
発
言
要
旨
〕
―

児
童
・
生
徒
を
む
し
ば
む
「
安
倍
教
育
改
革
」

相
沢

瑞
男

土
曜
授
業
の
犠
牲
者
か

教
員
を
恐
喝
容
疑
で
逮
捕

長
南

博
邦

―
九
月
議
会
で
一
般
質
問
―

松
井
広
島
市
長
は
誰
に
遠
慮
し
て
い
る
の
か
？

土
屋

信
三

―
被
爆
地
広
島
の
役
割
と
使
命
―

と
つ
じ
ょ
金
額
が
三
倍
に

「
中
間
貯
蔵
施
設
」
建
設

原
発
事
故
被
害
者
相
双
の
会

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
７
７
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
を
読
む

滝
野

忠

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』（
一
四
年
八
月
一
九
日
）
の
経
済
学
か
ら

戦
争
だ
！

戦
争
だ
！

―
世
界
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
（
一
）
―

搾
取
を
基
本
に
し
た
学
習

―
労
働
組
合
に
欠
け
る
も
の
―

空
港
管
理
収
支
は
赤
字
続
き
、
土
地
も
売
れ
ず
借
金
先
延
ば
し

―
開
港
八
年
を
問
う
―

復
興
ア
ー
ト
助
っ
人
に

昨
年
に
続
き
大
船
渡
へ

菅
原

須
摩
子

苦
し
み
を
怒
り
と
し
て
闘
い
つ
づ
け

―
Ｃ
Ｏ
患
者
の
生
き
証
人

清
水

正
重
さ
ん
死
去
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
７
８
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
地
方
創
生
」
へ
の
真
の
道

滝
野

忠

―
北
海
道
の
歴
史
か
ら
―

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
な
ぜ
嫌
わ
れ
る
の
か

原

野
人

―
独
占
資
本
の
本
心
と
忠
犬
安
倍
君
―

辺
野
古
―
人
を
つ
な
ぐ

毛
利

孝
雄

―
「
沖
縄
の
思
い×

沖
縄
へ
の
思
い
」
―

「
一
〇
・
一
七

戦
争
へ
の
道
を
ゆ
る
さ
な
い
」
東
京
集
会

―
労
働
者
・
労
働
組
合
総
結
集
で
成
功
を
―

焦
点
は
「
給
与
制
度
」
、
「
政
治
方
針
」
の
あ
り
方

山
崎

秀
一

―
自
治
労
大
会
報
告
―

地
方
紙
と
全
国
紙

編
集
部

―
今
、
地
方
紙
が
お
も
し
ろ
い
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
１
７
９
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

独
占
資
本
と
中
小
企
業

小
林

晃

―
あ
る
中
小
企
業
者
の
「
実
感
」
―

な
ぜ
社
会
主
義
を
め
ざ
す
か
（
上
）

原

野
人

―
科
学
的
社
会
主
義
は
必
ず
蘇
る
―
―

追
い
越
し
車
線
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

原

八
峰
訳

―
褐
炭
は
電
力
源
の
二
位
に
―
一
〇
月
二
日
付
け
Ｎ
Ｄ
紙
よ
り
―

地
の
利
・
風
の
利
に
恵
ま
れ
た
能
代
市

長
南

博
邦

―
意
欲
的
な
再
生
エ
ネ
発
電
計
画
―

茨
城
県
議
選
に
五
人
の
候
補

相
沢

一
正

―
「
東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
を
止
め
る
会
」
―

趙
博
（
チ
ョ
ウ
・
バ
ク
）
「
釜
石
小
学
校
校
歌
」
熱
唱

稲
村

守

―
原
発
反
対
！
戦
争
反
対
！
一
〇
・
一
二
滋
賀
集
会
―

◇
本
の
紹
介
◇

戦
争
、
従
軍
慰
安
婦
、
そ
し
て
戦
争
体
験

石
居

九
美

「
奇
跡
を
拾
っ
て
歩
い
て
来
た
」
山
田
哲
二
郎
著

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
８
０
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

大
政
翼
賛
政
治
へ
の
道

伊
勢

太
郎

―
保
守
二
党
制
の
本
質
―

革
命
、
国
家
、
階
級
、
社
会
主
義

原

野
人

―
科
学
的
社
会
主
義
は
必
ず
蘇
る
（
中
）
―

領
土
、
権
益
め
ぐ
る
中
日
の
「
戦
争
」
―
世
界
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
―

一
五
春
闘
へ
の
基
本
視
点

―
科
学
的
な
賃
金
論
の
学
習
と
宣
伝
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
１
８
１
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
リ
ベ
ラ
ル
」
「
中
道
」
へ
の
誘
導

伊
勢

太
郎

―
現
代
政
治
と
総
選
挙
―

新
社
会
党
綱
領
と
社
会
主
義

原

野
人

―
科
学
的
社
会
主
義
は
必
ず
蘇
る
（
下
）
―

隔
週
土
曜
授
業

無
理
と
拙
速
を
露
呈

長
南

博
邦

―
脅
迫
事
件
と
対
応
策
焦
点
―

朝
日
た
た
き
は
戦
争
へ
の
道

稲
村

守

イ
ス
ラ
ム
国
と
ア
ラ
ブ
の
現
状

―
世
界
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て(

三)

―

安
倍
内
閣
へ
の
〝
信
任
投
票
〟
を
意
図

―
と
つ
ぜ
ん
の
解
散
総
選
挙
の
本
質
―

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
の
内
実

―
貧
乏
人
か
ら
金
を
む
し
り
取
る
二
〇
一
五
年
介
護
保
険
改
悪
案
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
１
８
２
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

額
に
汗
し
て
働
く
労
働
者
政
党
の
前
進
を

伊
勢

太
郎

総
選
挙
へ
の
基
本
視
点

こ
ん
な
勉
強
し
て
る
ん
だ

滝
野

忠

―
国
労
上
野
支
部
反
合
研
合
宿
か
ら
―

◇
読
書
の
す
す
め
①
◇

山
下
俊
幸
著
『
労
働
者
の
権
利
―
使
用
者
の
義
務
と
責
任
』

編
集
部

労
使
問
題
を
め
ぐ
る
今
日
の
情
勢

◇
読
書
の
す
す
め
②
◇

鈴
木
賢
二
著
（
京
成
労
組
Ｏ
Ｂ
）『
鉄
道
労
働
者
の
た
め
の
経
済
学
入
門
』

前
進
す
る
地
域
労
働
運
動

完
全
補
償
、
原
発
な
い
社
会
を
め
ざ
す

國
分

富
夫

―
「
相
双
の
会
会
報
」
三
〇
号
発
行
に
あ
た
っ
て

◇
資
料
◇

生
き
る
と
い
う
こ
と

小
出

裕
章

正
体
見
た
り

向
原

祥
隆

―
伊
藤
は
鹿
児
島
か
ら
出
て
行
け
！
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


